
ばら切り花の日持ち向上のための前処理法

[要約］瞳_皇切り花を水活け状態で低温貯蔵する場合は２．５～７．５℃とする｡壬

途処理する場合の温度は２．５℃で時間は１２時間程度とし、包装資材はポリエチレ

ンフィルム（0.031mm）がよい。また、辿竺水（1ppm１時間）を利用すると水活け後

の切り花の日持ちが延長する。
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［背景・ねらい］

ばら切り花は需要が安定しているため、冬切り及び夏切り栽培を主体に生産が急速に拡

大しているが、施設栽培で夏～秋季の高温期に採花した切り花は鮮度の低下が著しい。そ

こで、ばらの採花後の切り花に対して、日持ち向上のための貯蔵温度と予冷方法等の前処

理法を検討して鮮度保持技術を確立する。

［成果の内容・特徴］

①高温期に採花した切り花を水活け状態で冷蔵庫に貯蔵する場合は、２．５～７．５℃が適

当である。菅が小さい場合（開花ステージ１）に０～２．５℃で貯蔵すると低温で花弁が傷

んだりベントネック（花首の垂れ）が多発する。また、１２．５℃以上の室温では開花ステ

ージが５以上でブルーイング（花弁の青ずみ）しやすい（表１）。

②採花後の予冷処理は２．５℃の１２時間処理が適当であるが、包装資材の種類ではポリエ

チレンフイルム（0.03mm）及び有孔ポリエチレンフイルム（0.03国国）が良い。エチレン吸

着剤処理紙は日持ち延長効果はあるが、開花が遅れるので適さない（表２）。

③採花後の切り花は、予冷処理（５℃２４時間）後にオゾン１ppm水溶液に１時間浸漬す

ると水活け後の日持ちが延長する（表３）。

［成果の活用面・留意点］

①ばら切り花産地の日持ち向上技術として活用する。

②日持ち程度には品種間差異があるが、花弁数の少ないものに利用すると鮮度保持効果が

高まる。

③オゾン水は濃度が変化しやすいので、一定濃度が保てる発生装置を使用する。
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注）①採花時期：１０月22日、品種「ルーレット」

②日持ち日数：観賞性がなくなるまでの日数（室温）

③障害：剛ぺﾝﾈｯｸ、Ｐ花弁傷み、Ｂフ・ﾙー ｲﾝｸ゙

表３前処理方法と日持ち（平成4年）表２採花時期及び予冷処理と日持ち（平成3年､4年）

注）①予冷時間：採花後､段ﾎ゙ ﾙー箱で12時間、品種「ルーレット」
②ﾎ゙ﾘｴﾁﾚﾝ：ホ・ﾘｴﾁﾚﾝﾌｲﾙﾑ0.03ｍ,有孔ﾎ゙ﾘｴﾁﾚﾝ：有孔ﾎ゙ﾘｴﾁﾚﾝ

ﾌｨﾙﾑ0.Ｏ５ｍｍ

ＦＬﾌｨﾙﾑ：ｴﾁﾚﾝ吸蒲剤処理紙

③日持ち調査：予冷処理後､室温で12時間放置した後､水生け鯛査

［その他］
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日持ち日数

注）①室温処理：箱詰めの状態で放置

②予冷処理：５℃の冷蔵庫

③ｵｿ゙ ﾝ水：1ppm水溶液（Ｓ社製の

ｵｿ゙ ﾝ水連続発生装置）
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